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問　

近
年
、
過
疎
化
や
住
宅
需

要
の
偏
り
な
ど
か
ら
全
国
的
に
空

き
家
が
増
加
し
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
か
ら
、
一
層
空

き
家
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
本
市
の
空
き
家
率
も
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
平
成　

年
に
総

２０

務
省
が
行
っ
た
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
で
は
、　

・
２
％
と
の
結
果

１１

が
出
て
い
る
が
、
具
体
的
な
戸
数

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

増
加
が
予
想
さ
れ
る
空
き
家
に

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

は
。
空
き
家
を
取
り
壊
し
更
地
に

す
る
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
が
高

く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
空
き
家

は
管
理
さ
れ
ず
老
朽
化
し
、
防
災

上
や
防
犯
上
問
題
に
な
る
こ
と
が

多
い
が
、
対
策
の
現
状
と
今
後
の

対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

本
市
に
は
、
推
計
で
３
１

８
０
戸
の
空
き
家
が
存
在
す
る
と

い
う
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

問　

深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
事
業
開
始
か
ら
約

　

年
が
た
ち
完
了
が
見
え
て
き
た

２０が
、
総
事
業
費
１
６
６
億
円
の
約

４
割
が
市
費
負
担
で
あ
る
。
起
債

も
平
成　

年
度
末
で　

億
円
余
残

２４

２２

る
見
込
み
で
、
今
後
も
市
民
の
負

担
と
な
る
。
畑
や
山
林
は
宅
地
に

な
り
地
価
が
上
昇
し
、
一
部
の
地

権
者
は
大
き
な
資
産
を
手
に
入

れ
、
大
型
店
な
ど
は
本
市
に
進
出

す
る
機
会
を
得
た
。
利
益
を
得
た

地
権
者
や
事
業
者
が
い
る
一
方
、

地
域
の
商
店
は
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
る
な
ど
犠
牲
に
な
っ
た
市
民
も

い
る
。
こ
の
事
業
が
市
民
負
担
を

増
や
し
、
商
店
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
た
と
思
わ
な
い
か
。

　

答　

本
事
業
で
は
、
減
歩
に
よ

　
　
　
　
　
　

越
川　

好
昭

深
谷
中
央
区
画
整
理
事
業
は
市

民
負
担
を
増
や
し
て
い
な
い
か

り
提
供
さ
れ
た
土
地
で
道
路
や
公

園
な
ど
を
整
備
し
、
公
共
施
設
の

整
備
率
が
上
が
り
、
交
通
利
便
性

が
向
上
し
て
い
る
。ま
た
、大
型
商

業
施
設
の
出
店
で
、
食
料
品
や
日

用
品
の
買
い
物
が
容
易
に
な
る
な

ど
の
効
果
も
出
て
い
る
。
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
を
見
て
も
、

事
業
実
施
前
の
約
４
３
０
０
万
円

か
ら
平
成　

年
度
で
は
約
２
億
７

２２

６
０
０
万
円
に
な
り
、
こ
れ
を
財

源
に
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
区
域
内
の
住

民
に
限
ら
ず
、
市
民
が
受
け
る
費

用
対
効
果
は
大
き
く
、
市
民
負
担

が
増
え
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
市
の
非
常
勤
職
員
や

正
職
員
の
賃
金
・
給
与
を
上
げ
な

い
か
」
「
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸

に
つ
い
て
」
「
中
小
企
業
支
援
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

新
政
会　
　
　
　

笠
間　

昇

　

問　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
電

気
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
原
因

の
一
つ
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
排

出
削
減
を
啓
発
し
、
電
気
自
動
車

の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
に
導

入
し
た
こ
と
は
、
積
極
的
な
取
り

組
み
と
し
て
評
価
す
る
。
電
気
自

動
車
は
、
電
気
を
動
力
に
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
有
効

な
使
い
方
が
あ
る
と
思
う
。
現

在
、
避
難
所
に
は
発
電
機
が
配
備

電気自動車を災害

時の非常用電源と

して活用しないか

さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

付
き
で
は
な
い
た
め
、
電
圧
が
安

定
せ
ず
パ
ソ
コ
ン
や
医
療
器
具
な

ど
へ
の
使
用
に
は
適
さ
な
い
。
電

圧
が
安
定
し
て
い
る
電
気
自
動
車

を
避
難
所
で
の
非
常
用
電
源
と
し

て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

電
気
自
動
車
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
に
導

入
し
た
が
、
災
害
時
に
も
有
効
活

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
現
時
点
で
は
、
電
気
自
動
車

を
バ
ッ
テ
リ
ー
代
わ
り
に
用
い

て
、
避
難
所
で
電
力
供
給
を
行
う

に
は
、
電
力
制
御
装
置（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）

が
必
要
と
な
る
。
現
状
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ

は
、１
台
約　

万
円
と
高
額
で
、さ

７０

ら
に
固
定
式
の
も
の
し
か
な
く
、

避
難
所
に
備
え
付
け
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。今
後
、各
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
、
よ
り
安
価
で

持
ち
運
び
が
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
開

発
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

る
自
治
事
務
増
加
に
対
す
る
市
の

対
応
を
お
き
き
し
た
い
」を
質
問
）

こ
の
中
に
は
、
長
期
に
わ
た
り
使

用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
加
え
、

賃
貸
や
売
却
の
た
め
に
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
住
宅
も
含
ま
れ
て
い

る
。住
宅
用
地
に
は
、課
税
標
準
の

特
例
措
置
が
あ
る
た
め
、
住
宅
を

取
り
壊
し
更
地
に
す
る
と
固
定
資

産
税
は
高
く
な
る
。ま
た
、こ
れ
ま

で
空
き
家
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
、
火
災
予
防
条
例
の
規

定
な
ど
も
活
用
し
て
、
関
係
各
課

が
連
携
し
対
応
し
て
き
た
。
管
理

さ
れ
な
い
空
き
家
が
増
え
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
対
策
を
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
道
路
行
政
に
つ
い
て
」

「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

新
政
会　
　
　

比
留
川
政
彦

　

問　

介
護
な
ど
の
制
度
が
変
わ

り
、
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
は
多
い
。特
に
、地
域
や
家

族
か
ら
の
支
援
が
な
い
高
齢
者
の

孤
独
死
な
ど
は
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
対
応
に
は
、

見
守
り
体
制
の
整
備
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者
な

ど
の
災
害
時
要
援
護
者
た
め
に
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
進
ち
ょ
く
状
況

高齢者の生活不安

を取り除く福祉体

制の充実を求める

は
。
介
護
保
険
制
度
は
老
後
の
不

安
要
因
で
あ
る
介
護
を
、
社
会
全

体
で
支
え
る
制
度
で
あ
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
る
と
保
険

料
が
上
昇
し
高
齢
者
に
は
負
担
と

な
る
。
保
険
料
の
値
上
げ
を
防
ぐ

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

次
期
高
齢
者
保
険
福
祉
計

画
で
は
、孤
立
問
題
を
防
ぐ
た
め
、

見
守
り
体
制
の
強
化
を
重
点
施
策

と
し
、
広
報
あ
や
せ
配
布
時
の
見

守
り
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
安
否
確
認
の
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。
災
害
時
要
援
護

者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
３
月
末

ま
で
に
素
案
を
作
成
し
、
民
生
委

員
や
地
区
社
協
な
ど
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
、
５
月
末
を
め
ど
に
策

定
し
た
い
。ま
た
、介
護
保
険
料
の

値
上
げ
を
抑
制
す
る
に
は
、
介
護

予
防
事
業
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。さ
ら
に
、要
介
護
者
が
必
要
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
適
正
な

判
断
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
児
童
館
の
運
営
管
理
の

現
状
と
方
針
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　

問　

自
然
災
害
を
人
間
の
力
で

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
が
、
日
ご
ろ

の
備
え
に
よ
っ
て
被
害
を
減
ら
す

こ
と
は
で
き
る
。
家
具
の
転
倒
防

止
対
策
は
減
災
に
有
効
で
あ
る

が
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災

害
時
要
援
護
者
を
対
象
に
、
家
具

転
倒
防
止
器
具
を
取
り
付
け
る
支

援
を
し
な
い
か
。
ま
た
、
災
害
時

に
避
難
所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

公
明
党　
　
　

内
山　

恵
子

新
た
な
減
災
対
策
に
家
具
転
倒

防
止
支
援
と
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
導
入
を

出
来
事
へ
の
対
応
を
模
擬
体
験
で

き
る
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
ハ
グ
）も
減
災
に

有
効
で
あ
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
、
カ

ー
ド
な
ど
を
使
用
し
て
避
難
所
運

営
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
行
う
も
の

で
、
多
く
の
市
民
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
。
新
た
な
避
難
所
運
営
訓

練
と
し
て
導
入
し
な
い
か
。

　

答　

家
具
の
転
倒
防
止
対
策

は
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
研

修
会
な
ど
で
の
説
明
や
転
倒
防
止

方
法
を
掲
載
し
た
冊
子
の
配
布
、

広
報
あ
や
せ
へ
の
記
事
の
掲
載
な

ど
を
通
し
て
、
対
策
の
必
要
性
を

啓
発
し
て
い
る
。
今
後
は
、
実
施

率
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
要
援
護
者
宅
へ
、
家
具
転

倒
防
止
器
具
を
取
り
付
け
る
支
援

は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
各
地
域
の
避
難
所
運

営
委
員
会
に
よ
る
訓
練
は
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
避
難
所
を
開

設
し
て
運
営
す
る
実
働
的
な
も
の

と
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｇ
が
本
市
で

の
避
難
所
運
営
研
修
と
し
て
有
効

か
職
員
で
試
験
的
に
実
施
し
、
導

入
す
る
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
が
ん
予
防
・
早
期
発

見
の
対
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

４月１０日、春の全国交通安全運動キャンペーンが行われました。
交通事故ゼロを目指し、啓発物品を配布して安全を呼びかけてい
ました〈市役所前交差点にて〉

市の木
「やまもみじ」


